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１．研究目的 

 
太陽地球環境研究所（STEL）と九州大学宙空環境研究センター（SERC）は、共同で地磁気経度 210

度に沿った国内外の約 30 点に磁力計を配置し、1990 年から地磁気観測を継続実施してきた。さらに

STEL は平成 19 年度の特別教育研究経費（広帯域磁場観測装置）などの予算により、誘導磁力計を国

内外に設置してきた。本データベースでは、これらの観測から得られる地磁気変動のデータをデータベ

ース化して公開することにより、地磁気脈動や磁気嵐、サブストーム、地磁気日変化などの地磁気変動

の研究を全国の研究者と協力して推進する。 
 
２．データベース作成の概要 
 
・ これらの観測で得られたディジタルデータは、すべて太陽地球環境研究所に送付されて１次処理さ

れた後、記憶媒体に保存されるとともに、国内外のデータ提供要請に応じて共同利用に供され、磁

気圏・電離圏ダイナミクスや ULF 波動、地震に伴う ULF 電磁放射などの研究に利用されている。

これらのデータアーカイブ作業のために、アルバイト職員を 1 名、雇用している。 
・ 210 度地磁気データとして国内外の観測点から定期的に送付されてくる光磁気ディスクおよびカセ

ットテープのフラックスゲート磁力計１秒サンプルデータを、太陽地球環境研究所のパソコンとワ

ークステーションで１次処理し、磁気ディスク、CD-ROM へのデータ保存とデータリストの作成を行

う。このデータはインターネットによるデータ閲覧を行うとともに、データ提供要請に応じて、イ

ンターネット経由や記憶媒体によるデータ配布を実施する。 

・ カナダ（アサバスカ）、ロシア（マガダン、パラツンカ）、母子里、佐多 5カ所の誘導磁力計の 64Hz

サンプルデータのデータベースの構築を行う。 

・ 母子里、陸別、鹿児島の STEL 国内観測所３点のフラックスゲート磁力計データを用いた、Pi2・Pc3

やサブストーム positive bay の同定のための３点 stacked plot の作成、公開を行う。 

・ これらの観測・共同研究は、ジオスペース研究センターの第1期及び第2期のプロジェクト２

の一環として行われている。 
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・ 平成21年度より、大学間連携事業やERGデータセンター事業に関連して、これらの地磁気デー

タをCDF化していく作業を開始した。 
 
３．共同研究の成果、公表状況 
 
地磁気脈動、Sq 電流系、衛星磁場との比較、サブストームなど、多種多様の国内外での研究に必要な

基礎データとして、データベースが利用されている。2001 年以降の研究論文のリストを以下に示す。研

究代表者に直接コンタクトがある利用実績は、年に 10-20 件程度であるが、１分値ディジタルデータは

ホームページから自由に取得できるようになっているため、実際の利用はこのリストよりはるかに多い

と思われる。年平均の 210 度データのホームページへのアクセス件数は約 2000 件である。ただし、同

じ利用者が連続してホームページにアクセスした場合は、まとめて１件と数えている。 
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４．ホームページのアドレス 
 
210度地磁気データベース：http://stdb2.stelab.nagoya-u.ac.jp/mm210/ 
STEL地磁気データベース：http://stdb2.stelab.nagoya-u.ac.jp/magne/ 
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